
新 婦 人 し ん ぶ ん ２０２０年１０月２９日（木曜日）（１） （年４月日
第三種郵便物認可）第３３４４号 （毎週木曜日発行）

今
週
の
紙
面 東京・豊島区 関根和子

■２面 女性ニュース ■
３面 読者のページ／詩／
俳句 ■４面 年金相談／
女性史／人「性」いろいろ
／法律相談 ■５面 憲法
のはなし／ホット ■６面

股関節の痛み／もう一品／
母の歴史 ■７面 ジェンダー／主張／北京＋25

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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記者発表で署名を訴える「一律学費半額を求めるアクション」の

学生たち。（９月30日 国会内で）

読者のみなさんへ

会員のみなさんへ

2021年１月からの新婦人しんぶん

発行曜日変更についてのお知らせ

新婦人しんぶんをご愛読いただき、ありがとうござ

います。日頃のご協力に感謝申し上げます。

新婦人しんぶんは創刊以来、発行曜日を木曜日とし

てきましたが、2021年１月より土曜日に変更いたしま

す。

新婦人しんぶんは、全国６つの工場で毎週土曜日に

印刷され、月曜日までに新婦人支部事務所などに届け

られ、会員をはじめ、多くの方の協力で配達されてい

ます。近年、月曜日の祝日が増え、木曜日までの配達

の手立てをとる日数が短くなる状況が生まれていま

す。また、働く人が平日に配達する負担が増していま

す。

今回の変更は次世代や働く人などより多くの方が無

理なく配達できるよう、配達の期間に余裕を持たせる

ためのものです。印刷曜日や支部事務所などに新婦人

しんぶんが届く曜日は変わりませんので、早めにお届

けする努力を続けます。班で配達・集金活動への参加

を広げる話し合いの機会にできればと考えます。

読者のみなさんと会員のみなさんにご理解をいただ

き、引き続きご協力をお願い申し上げます。
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